
 

 

 

 

 

 

 

（注）第３回のワークショップ会議で記入されたもののみ記載。 

速野学区の課題・活性化の方向性 

市街化区域の新自治会は人口が増加、子どもも増加 

小学校が大規模化 

昼間の人口は高齢者が中心で防犯上丌安 

新興住宅地の将来の高齢化が丌安 

ゴミの出し方の意識がなってない 

共同体としての意識が低い 

旧野洲川河川敷・地球市民の森が雑草だらけ 

湖南唯一の水泳場であるなぎさ公園の砂浜保全が必要 

先駆者的リーダーの継承が必要 

学区の役員にとって役割が負担になっている 

役員に若い人や女性の参画が必要 

学区のまちづくり組織に生涯学習の切り口し

かなく、組織の見直しが必要 

市の思い＆学区組織＆自治会組織がつながる

ことが大切 

自治会によって役員の選出方法が異なる 
駅からのアクセスがよくない 

バスの便が少なく、高齢者の通院に困る 

琵琶湖大橋があるが、通過する地になっている 

人の足を止める場、集める場がない 

新たなリーダーが育たない 

速野会館が狭い、駐車場も少ない 

自治会によっては小中学校への距離が長く安全上問題 

北川水利組合の給水開路が都市化を妨げている 

自治会レベルはあるが学区全体での祭事が少ない 

守山市民としての郷土愛を抱かせるものがない 

守山市の知名度低い 小学生へ地域の歴史教育を 

生活道路を抜け道として利用する車が増加 

人口の増加に道路整備が追いつかず、狭隘な道路が多い 

浜ひるがお群生地の開花増進を 

大川の水循環がよくない 里中河川の水源確保と流水化 

自治会と学区の活動で自治会長が多忙 

過剰な個人情報保護によるコミュニケーショ

ン低下および情報周知力の低下 

神輿の担ぎ手がいない 

年齢毎の順送りがない 

町域が広すぎ、住居表示がわかりづらく、

速野学区のどこにいるのかわからない 

学区レベルの防災訓練必要 避難場所が必要 

丌法投棄の増加 

公園に子どもを連れて行こうという気にならない 

公園の使い勝手が悪い 

環境センターの排水に配慮し上流からの水流を復活できないか 

世代間交流が丌足 

文化・教育施設が貧弱 速野会館内に図書室がほしい 

農業の後継者丌足 

交通渋滞 

車がないと生活できない 

琵琶湖、木浜内湖、大川、大正堀などの水辺の環境を

活かしきれてない 

伝統的な事柄を継承する場がない 

婦人会・老人会・子ども会の活動が停滞気味 

学区・自治会運営上の諸問題 

～規模の大きさ、新旧混在などに起因～ 

旧自治会での祭事等の継続が困難 

個人情報の壁があり転入者の顔がみえない 

観光施設はあるが活かされていない 

増えている人口 

～新旧の自治会で格差が拡大～ 

防災・防犯・安全の確保 

～末永く安心して暮らしたい～ 

市街化調整区域の旧自治会は少子高齢化 

地域への愛着 

～愛郷心、誇りを醸成するものが少ない～ 

 

都市構造・公共施設 

～13,000人の学区に相応しい施設を～ 

琵琶湖などの水辺の環境を活かした癒

しと潤いのあるまちづくり 

○漁業や琵琶湖の生態系、旧野洲川の環境

を学べる機会や場をつくる 

○地球市民の森を、学区民の集いや子ども

達の日常の遊び場として整備する 

○地元の恵まれた自然環境を、住民の協働

によって末永く保全するしくみをつくる 

地域の伝統産業を大切にするまちづくり 

○「おうみんち」の琵琶湖版のような施設を

琵琶湖大橋付近に整備し、来訪者との交流

および、地域の農漁業や観光の情報発信の

場とする 

○農漁業をＰＲし、後継者を発掘、育成する

機会や場をつくる 

子どもからお年寄りまで安心・安全に暮らせるまちづくり 

○ご近所同士が普段から交流し、声を掛け合い、共助によって安心・

安全を守る環境づくり 

○公共交通を便利にし、車に頼らなくてもおでかけできる環境づくり 

○民間施設も活用した災害時にも安心できる避難環境の整備 

世代間の交流を促し、速野ならではの多様性という特徴を活

かしたまちづくり 

○世代間交流の場所や機会をつくり、また子育て世代を支援する環

境を整備する 

○旧集落の史跡や歴史的資源と、湖岸地域の近代的施設の、双方の

魅力を活かしたまちづくり（回遊ルートの整備など） 

○老若男女あらゆる世代で構成する、まちづくりの活性化に取り組

む実行部隊をつくる 

自然・景観・水環境の保全・整備 

～恵まれているのに活かせていない～ 


